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書
類
審
査
や
三
好
博
士
の
調
査
の
結
果
、蒲
ザ
ク
ラ
は
「
古

来
よ
り
有
名
な
巨
樹
で
あ
っ
た
」
こ
と
や
「
特
殊
な
種
類
」
で

あ
る
こ
と
が
大
き
な
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
、
当
時
の
内
務
大

臣
に
よ
り
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
る
国
の
官
報
に
は
、
蒲
ザ
ク
ラ
の
ほ

か
に
「
山や
ま
た
か
じ
ん
だ
い
ざ
く
ら

高
神
代
桜
」（
山
梨
県
）、「
三み

は
る
た
き
ざ
く
ら

春
滝
桜
」（
福
島
県
）、

「
根ね
お
だ
に
う
す
ず
み
ざ
く
ら

尾
谷
淡
墨
桜
」（
岐
阜
県
）、「
狩か

り
や
ど
げ
ば
ざ
く
ら

宿
下
馬
桜
」（
静
岡
県
）

が
併
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
５
本
の
桜
は
い
ず
れ
も
巨
大
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大
正
11
年
４
月
、
天
然
記
念
物
指
定
の
候
補
と
な
っ
た
蒲

ザ
ク
ラ
の
詳
細
な
調
査
を
行
う
た
め
、
当
時
の
内
務
省
が
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
指
定
候
補
と
な
る
ま
で
の
い
き

さ
つ
を
示
す
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代

か
ら
文
人
に
知
ら
れ
、
複
数
の
書
物
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、候
補
に
選
出
さ
れ
る
重
要
な
要
素
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

調
査
に
あ
た
っ
た
の
は
、
大
日
本
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

調
査
員
と
し
て
来
村
し
た
三
好
学
博
士
で
す
。
桜
研
究
の
第

一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
、
こ
の
調
査
以
前
か
ら
自

身
の
研
究
の
た
め
、
た
び
た
び
蒲
ザ
ク
ラ
の
調
査
に
訪
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

内
務
省
が
埼
玉
県
に
あ
て
た
文
書
を
見
る
と
、
三
好
博
士

は
上
野
か
ら
高
崎
線
に
乗
っ
て
現
地
調
査
に
訪
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
北
本
駅
が
な
か
っ
た
た
め
、
桶

川
駅
で
下
車
し
、
現
地
へ
向
か
っ
た
よ
う
で
す
。
石
戸
村
役

場
の
職
員
も
、
埼
玉
県
の
担
当
者
か
ら
「
巻
き
尺
な
ど
を
用

意
し
て
同
行
す
る
よ
う
に
」と
求
め
ら
れ
、調
査
に
立
ち
会
っ

て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
調
査
当
日
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
の
調
査
は
当
時
の
複
数
の
新
聞
に
も
報
道
さ
れ
る
ほ

ど
大
々
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

で
あ
っ
た
た
め
、「
日
本
五
大
桜
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

蒲
ザ
ク
ラ
の
指
定
台
帳
に
は
、
調
査
を
行
っ
た
三
好
博
士
自

身
の
名
を
冠
し
た
学
名
（Prunus m

edia M
iyos

）
と
と

も
に
、
指
定
の
理
由
や
桜
の
形
態
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

根
元
か
ら
４
本
の
幹
が
分
か
れ
、
そ
の
根
元
の
周
囲
は
三
丈
六

尺（
約
11ｍ
）に
及
ぶ
と
あ
り
、当
時
の
威
容
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
保
存
の
要
件
と
し
て
「
公
益
上
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
い
て
絶
対
に
保
存
す
る
こ
と
」
と
厳
し
く
保
護
に
あ
た

る
こ
と
を
求
め
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

三好学博士肖像
（岐阜県恵那市教育委員会提供）

東京帝国大学教授として植物学を専門に修
める。日本に記念物の概念を広めた人物で
あり、「史蹟名勝天然紀念物保存法」の成
立にも大きく貢献した。

石戸蒲ザクラの国指定を伝える官報（大正 11年 10月12日）　出典：国立国会図書館

石戸蒲ザクラの指定台帳

（
中
略
）

（北本市教育委員会にて作成・加工）

2022年10月１日発行②

特
集
特
集石戸蒲ザクラ石戸蒲ザクラ
国指定100年国指定100年

指定当時の石戸蒲ザクラ（大正 11年ころ）
幹は４方向に分かれて伸び、石垣に囲まれた木の根元にはいくつもの板

いた

碑
び

が立てかけられている。

問文化財保護課文化財保護担当（☎ 594-５566）

令和４年 10月12日は、「石戸蒲ザクラ」が国の天然記念物に指定されてから100 年を迎える日です。
蒲ザクラはこの指定を受けて「日本五大桜」となり、日本を代表する桜として全国的にその名を広めました。
同時に、蒲ザクラは地元、そして北本にとってかけがえのないシンボルとして、今日まで大切に守られてきました。
今回は、今からちょうど100 年前、蒲ザクラが国の天然記念物に指定された当時のお話をご紹介します。
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